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研究成果の概要（和文）： 21世紀現在、西アフリカでは、通貨統合の方法をめぐって大きな議論が巻き起こっ
ている。この背景には、旧宗主国フランスが、支配地域に導入した貨幣・金融制度の体系をを植民地後も、引き
継いだことがある。このことが、西アフリカ全体での通貨統合の障害となっている。本研究では、21世紀になっ
て新たに表面化したさまざまな対立とその背景を明らかにした。次に、旧英領諸国に導入された制度と比較しな
がら旧仏領西アフリカ諸国に導入された制度形成過程について調査をした。ただし、後者については金融のみな
らず植民地財政や郵便事業なども含めて検証する必要があることが判明した。後者については、継続する科研費
研究で再調査を行う。

研究成果の概要（英文）：In these days, the methodologies to realize the monetary integration in the 
ECOWAS region becomes a significant issue. Behind it lies that  Francophone West African countries 
except for Guinea largely inherited the financial system that France introduced in the colonial era.
 Notably, the "compte d'operation" opened at the French Treasury, which was imperative to pegg the 
CFA franc to the Euro,  becomes an obstacle to forming a more extensive monetary integration, 
including the former British and Portuguese countries. First, this study uncovered the various 
conflicts over the monetary integration in the ECOWAS region. Next, this research tried to 
investigate the historical backgrounds of the "compte d'operation"  and also reviewed the British 
system to compare it. However, it turned out that we need further investigation of the French fiscal
 system itself to obtain effective research outcomes. We will reexamine it by the ongoing 
Grants-in-Aid for Scientific Research.

研究分野： 経済史

キーワード： CFAフラン　ECO　ECOWAS　UEMOA　UMOA　通貨主権　操作勘定　旧仏領西アフリカ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
西アフリカで現在話題となっている通貨をめぐる様々な論争の背景を明らかにした。研究成果の一部は、アジア
経済研究所が発行する査読誌、『アフリカレポート』に2019年10月に掲載された。それ以降、2020年4月現在ま
で、本論文の月間ダウンロード数は、毎月120件程度で推移しており、6カ月間、当該雑誌の月間ダウンロードラ
ンキングで、常に3位以内に入っている。こうしたことからも、アフリカ研究の分野では、一般社会からもそれ
なりに関心を持たれているようである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 図１は、現在の西アフリカ諸国経済共同体（以下、ECOWAS）の独立以前の宗主国と現在使用さ
れている通貨の関係を示す。いずれも植民地時代には、それぞれの宗主国通貨にペグされ、リベ
リアを除いて、スターリング圏、フラン圏、エスクード圏を構成していた。植民地化以前はこう
した境界にとらわれることなく、子安貝、綿布、鉄棒が地域内交易で貨幣として利用されていた
が、植民地化によって、それぞれが宗主国の通貨圏に組み入れられ、それに伴い地域経済が分断
されることとなった。なお、このうち旧フランス領（桃色）主体の UEMOA 諸国は、現在、共通通
貨 CFA フランを発行しており、財政赤字/GDP＜70％、インフレ率＜3％といった収斂基準を守る
よう徹底されている。また、この CFA フランは、ユーロに１ユーロ＝655.957CFA フランでペグ
されており、そのレートをフランス政府が無制限に保証しているところに特徴がある。そのため
に CFA フランを発行している西アフリカ諸国中央銀行(BCEAO)は、外貨準備の一定割合をフラン
ス国庫の操作勘定に預けなければならない。これはある意味、「政治的独立後も宗主国に経済的
に従属する」ことを意味し、それを嫌ったギニアは、旧仏領でありながらも独立時に独自の通貨
を発行することを選択した。 

 

 図１ ECOWAS 加盟国と旧宗主国の関係および現在のサブリージョン 
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同様に、旧英領（青色の地域）も、独立後、それぞれが中央銀行を設立して国民通貨を発行

することを選択した。ただし、そうであるがゆえに通貨は十分に管理されず、インフレに苦しむ
国が少なくない。他方で、CFA フラン圏は低インフレ率ではあるが、金融政策が先進国の通貨ユ
ーロに連動するため、通貨が経済水準に比して強くなりがちであり、また、景気刺激のための財
政出動もしにくいため、旧英領に比べて低成長に陥りがちという問題を抱える。 

このような状況の下、2000 年、西アフリカはこれら 15 カ国（ECOWAS 圏：色塗り部全体）の
通貨を統合する計画を発表した。具体的には、図の旧英領 4カ国とギニアおよびリベリアを 2003
年までに通貨統合（WAMZ）し、次にそれと CFA フラン圏およびカーボベルデを統合するという計
画である。しかしながら、WAMZ を構成する 5 カ国いずれも通貨統合に必要な収斂条件を満たせ
ず、計画は 4度延期され、2020 年を目標にマクロ経済の調整が行われていた。また、WAMZ 形成
後に予定されている CFA フラン圏との統合も、フランスと CFA フラン圏諸国との間の特異な経
済関係（特に操作勘定の制度）が障害となって容易ではないと予測されていた。 

 

２．研究の目的 
本研究は、宗主国によって分断された西アフリカの通貨圏が、再統合の方向にすすんでいる

 UEMOA 加盟国：セネガル、マリ、ブルキナファソ、ニジェール、コートジボワール、トーゴ、ベナン（以
上、旧仏領）、ギニアビサウ 

 旧仏領で UEMOA 非加盟国：ギニア 
 旧英領：ナイジェリア、ガーナ、シェラレオネ、ガンビア   WAMZ 
 当初より独立国：リベリア 
 旧ポルトガル領：ギニアビサウ、カーボベルデ 



ことを踏まえて、歴史的経緯からその可能性と意義を検証することを目的としている。とりわけ、
フラン圏に端を発する UEMOA 地域の特殊な為替制度形成過程と、それとの比較のために、旧英領
の制度についても調査をする。 

  

３．研究の方法 
本研究では以下の方法で研究を行った。 
 
① 21 世紀現在、西アフリカで大きな話題となっている通貨統合をめぐる論争の内容及びその

背景と ECOWAS レベルの通貨統合実現に向けた動きについて調査を行う。 
② 旧仏領西アフリカについては、フランス銀行、フランス財務省、フランス国立公文書館、フ

ランス国立図書館、セネガルの国立公文書館にて、現在の制度を形成に至る史資料を集めて
読み込む。 

③ 旧英領西アフリカについては、ケンブリッジ大学や LSE の研究者と研究交流をするととも
に、ケンブリッジ大学図書館、英国公文書館で史資料を集め、読み込む。 

④ 研究成果を英語でまとめて、国内外の研究集会で発表し、コメントを得て、論文にまとめジ
ャーナルに投稿する。 

⑤ 2019 年 12 月にケンブリッジ大学で国際ワークショップを開き、旧英・仏・葡領それぞれの
通貨圏形成過程についての比較検討を行う。 

  

４．研究成果 

 本研究期間で判明した研究成果は以下になる。 

① CFA フランの通貨をユーロに固定することの引換に、西アフリカ諸国中央銀行の保有する外
貨の 50％をフランス国庫に開かれた操作勘定に預けるという制度が、ECOWAS で計画されて
いた当初の通貨統合計画の大きな障害となっていることを改めて確認した。 
 

② 他方で、自由度の高い金融政策をとることができ、21 世紀初頭には高い経済成長を遂げた
旧英領西アフリカ諸国では、近年、財政赤字が深刻な問題となりつつあることを明らかにし
た。 
 

③ つまり、旧仏領の制度が経済成長を犠牲にしつつも為替レートの安定をもたらす傾向にあ
るのに対して、旧英領諸国では、好況時には経済バブルに近い現象を創出するが、資源価格
の低迷といった外部要因で財政赤字が急増する傾向にあることが改めて確認できた。 
 

④ ただし、旧英領諸国は、資源価格減価の際には、生産者価格はそのままで、為替レートを調
整して輸出競争力を高めることができる。表１は 2010 年 5 月と 2020 年 5 月の ECOWAS 主要
国通貨の対ドル、ユーロの為替レートである。 

 
表１ ECOWAS 主要国通貨の対 US ドルおよびユーロレート 

  ナイジェリア・ 
ナイラ 

ガーナ・セデ
ィ 

ギニア・フ
ラン 

CFA フラン 

 
対 US ドル 

2010 年 5 月 151 1.4 5000 550 
2020 年 5 月 390 5.8 9500 600 

 
対ユーロ 

2010 年 5 月 190 1.79 6123 655.957 
2020 年 5 月 430 6.48 10331 655.957 
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つまり、過去 10 年間で、ナイジェリア、ガーナの通貨が対 US ドルで、50％から 75％程度
減価しているのに対して、CFA フランについては、8.3％しか減価していない。対ユーロに
おいては、CFA フランは不変で、それ以外の通貨は、概ね対ドルと同じ程度の減価を享受し
ている。このことは、コーヒー・カカオ、原油といった類似の一次産品輸出を行っている CFA
フラン圏の生産者を国際市場で不利な立場におくことも意味している。 

 
⑤ 非 CFA フラン圏の通貨は、④というメリットを持つ一方で、②という問題を併せ持ち、必ず

しもアフリカ経済にとって好ましいことばかりではないはずである。しかしながら、近年、
Kako Nubukpo 等、16 世紀に活躍したフランスの知識人エティエンヌ・ド・ラ・ボエシ
（Étienne de La Boétie）の言葉「la servitude volontaire (自発的隷従)」を用いて CFA
フランを、「貨幣的従属」だと批判するアフリカ人研究者たちの活躍もあり、CFA フラン圏
諸国の通貨主権に注目が集まっている。こうしたアフリカ側識者の主張は、SNS 等で広く共
有され、近年、アフリカで高まっている 21 世紀のパンアフリカニズムと呼ばれるアフリカ
の連帯運動や反植民地主義を訴えるムーブメントと一緒になって一つのうねりを形成して



いる。本研究では、1960～70 年代半ばにかけて西アフリカで展開された論争および運動が
2020 年になって再び再燃していること、反 CFA フラン運動が西アフリカでも急速に高まっ
ていることについても明らかにした。 
 

⑥ 他方、非 CFA フラン圏は、財政赤字の対 GDP 比、インフレ率などの管理に失敗しており、
WAMZ 形成のための収斂基準がまったく満たせておらず、宣言通り、2020 年に ECO を発行す
るのは極めて困難な状況にあることも明らかとなった。 

 
⑦ ⑤と⑥という二つの背景の下で、2019 年、突如、従来の方法を大きく見直した通貨統合政

策案が ECOWAS より発表された。具体的には、WAMZ を形成した後で、それを UEMOA と統合し
て ECO を発行するという従来の二段階型通貨統合を見直し、準備ができたところから ECO
を発行するという、斬新的な形での通貨統合である。これにより、既に通貨統合をしている
CFA フラン圏が、通貨名を CFA フランから ECO に換えることで、とりあえず ECOWAS で ECO
を発行するという道が開けることになった。 

 

⑧ 現在、体制の移行期間中であり、新たな政策の評価は行える状況にはないが、予想外の動き
もでてきている。この 20 年の間に、ECO を発行するため様々な準備をしてきたのは、WAMZ
諸国、つまり、旧英領西アフリカ諸国およびギニアであったが、旧仏領諸国が CFA フランの
名前を ECO に変更するということで、これまで ECO については全く関与していなかった仏
語圏諸国が事実上、ECO 発行の主導権を奪うという理解である。まさに 1970 年代に、旧仏
領とその他の間で展開された主導権争いの再燃である。 

 
⑨ 上記の動きより、改めて、旧仏領西アフリカの貨幣・金融制度形成過程への検証が重要であ

ることが明らかとなった。別の科研費研究で、19 世紀にセネガル銀行が中心となって作ら
れた貨幣・金融制度について研究を行い、これについては概ね明らかにすることができた。
また、本研究でも、20 世紀に形成された操作勘定についての調査を行ったが、依然として
よくわからない部分があり、これについては継続の科研費でさらに検証を行う予定である。
まだ漠然としているが、操作勘定が、フランス銀行ではなく、フランス国庫に開かれている
ように、金融部門のみならず、フランスの財政制度、特に植民地財政や郵便事業などにも研
究対象を広げて、調査検証を行う必要があることが本研究では明らかになった。 

 

⑩ これ以外に、20 世紀初頭から現在までの西アフリカの通貨圏の変遷と、それを抽象的に理
解する論稿 Credibility, Transaction Costs, and the Number of Monies in an Economic Sphere: 
A view of difficult transitions from multiple to a single currency in West Africa を World 
Economic History Congress 2018 で発表し、それを発展させて、ワーキングペーパーWeights 
of Money, Credibility and Sphere of the Money Circuit: Observations Through a Monetary 
Evolution in West Africa としてまとめた。現在、その論稿をさらに発展させて英文ジャーナ
ルに投稿すべく、準備を行っている。 

 

⑪ 2019 年 12 月にケンブリッジ大学で Money in West Africa の国際研究集会を開き、旧英・
葡領の 20 世紀の通貨システムと比較検証する場を持った。 
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